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しあわせの村「KOBE Free Wi-Fi」の整備 

― 東京パラリンピックへ向けてパラアスリートを応援 ― 

                                        

１．Wi-Fi環境の整備 
神戸市では，ホスピタリティあふれるまちの実現を図るため、市内の主要観光施設において 

「KOBE Free Wi-Fi」を整備しています。この度しあわせの村においても同Wi-Fiを宿泊施設
や付属するホールを中心に導入し、開村以来取り組んでいるユニバーサルデザインの推進とし
て様々な村利用者の利便を図るとともに、東京 2020 パラリンピックに向けて国内外のアスリ
ートのための施設環境を整えます。これにより、福祉避難所や災害用物資の総合備蓄拠点に指
定されているしあわせの村に災害時にも役立つインターネット利用環境が整備され、しあわせ
の村の防災上の機能も高めます。 

（１）供用開始時期 

11月 22日（木曜）より本格供用します。 

（２）Wi-Fi環境が整う施設 

本館・宿泊館、研修館、温泉健康センターロビー、保養センターひよどり、たんぽぽの家、 

野外活動センターあおぞら、シルバーカレッジ 

 （３）設置業者 

   株式会社ワイヤ・アンド・ワイヤレス 

（本社：東京都中央区、代表取締役社長：大塚 浩司、URL：https://wi2.co.jp/） 

  

２．東京 2020パラリンピックへ向けての取り組み 
しあわせの村は、東京 2020パラリンピック出場を目指すパラアスリート支援を行っており、

水泳、ゴールボール、シッティングバレーなど日本のトップアスリートの合宿会場となってい
ます。また 2020 年には、東京パラリンピックの事前合宿地としてオーストラリア各競技チー
ムやネパール水泳チームのパラリンピック選手を受け入れます。 

またしあわせの村では、東京パラリンピックに向けて特に海外アスリートを受け入れる環境
整備が急務となっており、そのひとつとしてWi-Fi整備を行いました。 

  今後は海外アスリートを含め、東京パラリンピックを目指すアスリートのための施設整備を
進め、さらに練習サポートや来村者との交流企画を実施し、しあわせの村を挙げてパラアスリ
ートの支援に取り組んでまいります。 

 

（参考）東京 2020パラリンピックを目指すアスリートへの支援内容 
（１）日本のナショナルチームの練習支援（平成 30年度） 

日本身体障がい者水泳連盟合宿（年 3回） 
ゴールボール女子日本代表選手合宿（年 2回） 

シッティングバレーボール男子全日本チーム合宿（年 1回） 

地元北区出身の笠本明里選手（北京・リオデジャネイロパラリンピック 水泳競技出場） 

の練習支援 

（２）神戸市ホストタウンとして海外アスリートの支援 

①オーストラリアパラリンピックチームの事前合宿（競技名は予定） 

    アーチェリー、ボッチャ、ゴールボール、卓球、パラパワーリフティング、テコンドー 

②ネパールパラリンピック水泳チームの事前合宿 

    プール、トレーニングジムほか 

    ※ネパールは、平成 27 年の地震でプールが壊れるなど大きな被害を受けており、平成
28年度から、冬季の練習会場としてしあわせの村のプールなどを練習会場として提供
しています。 


